
平成２３年度ＦＤ・ＳＤ合同フォーラム 

～学生の学び合いを通した活力ある大学づくりを目指して～ 

 
 

１１月２６日（土）、本学ＦＤ委員会は、大学地域コンソーシアム鹿児島ＦＤ・ＳＤ活動事業部会と共催で「平成２

３年度ＦＤ・ＳＤ合同フォーラム」を開催し、県内外の大学・短大・高等専門学校の教職員及び学生１６０名が参

加しました。 

 

今回のＦＤ・ＳＤフォーラムでは、学生から学生、学

生から教職員への働きかけの大切さを、学生自身や

教職員へ啓発するとともに、実際の方策について考え

てもらい、大学として今後の支援システムの構築に役

立てることを目指したものです。 

 

はじめに、近藤諭 大学地域コンソーシアム鹿児島

ＦＤ・ＳＤ活動事業部長（志學館大学教授）から開会挨

拶があった後、西隆一郎 本学ＦＤ委員からフォーラム

の趣旨説明がありました。 

 

続いて行われた基調講演では、秦敬治愛媛大学教授を講師に迎え、「愛媛大学の学生支援とリーダーズス

クールの事例～学生と教職員が本気で向き合うとは～」と題し、愛媛大学における学生リーダーシップ養成プ

ログラムの事例紹介やプログラムをとおしての学生の成長、それに携わる教職員スタッフの関わり方などにつ

いての講演がありました。 

 

また、今回初めての試みとして、教職員を対象としたパネルディスカッションと学生を対象とした学生セミナー

を、会場を分けて同時開催しました。 

 

パネルディスカッションでは、大久保幸夫 鹿児島国際大学教授及

び竹内勝徳 本学教授の事例報告の後、コメンテーターの秦敬治教授

からそれぞれの報告に対するコメントがあり、フロアとの質疑応答が行

われ、教育の現場を学内に限らず広く実社会との接点形成を積極的

に構築することで、より活性化された学生と教職員の新たな連携を生

み、それが結果として学生の豊かな自己発信能力の形成につながる

という新たな実践型教育の方向性が示されました。 

 

一方、会場を移して開催された学生セミナーでは、愛媛大学の学生

４人がリーダーとなり、４９名の学生が参加しました。「リーダーシップ

の必要性とスタイル」というテーマで、自身のリーダーシップの特性を

把握し、それを延ばして自分の所属する集団に貢献する際に役立てよ

うという実践的なセミナーを行い、最後に組織をもっとよくするために

自分が今日から取り組むことを皆の前で宣言しました。 

 

再びパネルディスカッションの会場に学生らが合流し、伊藤奈賀子

本学ＦＤ委員が学生セミナーの振り返りを行い、参加した学生や愛媛

大学の学生らが体験した感想などを発表しました。 

 

最後に、本ワークショップの締めくくりとして、門久義 本学教育センター長から閉会の挨拶を行い、盛会のう

ちに終了しました。今後、本学が学生支援システムを構築する上で、学生同士の学び合いや学生と教職員の

連携の重要性を考える大変有意義な機会となりました。 


